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台風４号の接近に伴う豪雨(第４報） １／３

【概要】

、 、 、○四国地方整備局では 台風４号の接近に伴う豪雨により 平成19年7月15日 0:10

非常体制となりましたが、2:00警戒体制となりました。

○直轄河川においては、２河川において、はん濫危険水位（危険水位）を超過、２

河川において避難判断水位（特別警戒水位）を超過、４河川において、はん濫注

意水位（警戒水位）を超過しましたが、その後降雨がおさまったため、各河川に

おいて水位が低下しています。

○直轄道路においては、７区間において降雨のため事前通行規制による全面通行止

め、９地区において路面冠水などのため全面通行止め及び片側交互通行となりま

した。現在、路面冠水による全面通行止め（１カ所）と、小崩落による片側交互

通行規制（１カ所）が残っています。

○万が一の災害発生に備え リエゾンを事前に県 市へ派遣しました 高知県宿毛市、 、 。
す く も し

災害対策本部に派遣していたリエゾンを通じて宿毛市長より災害対策車（排水ポ

ンプ車）の派遣要請があり、中筋川沿川の宿毛市平田町で排水を行い終了しまし
す く も し ひらたちょう

た。

【直轄河川の状況】

○7月14日昼過ぎから深夜にかけて、２河川においてはん濫危険水位（危険水位）

を超過、２河川において避難判断水位（特別警戒水位）を超過、４河川において

（ ） 、 、 、はん濫注意水位 警戒水位 を超過しましたが その後 降雨がおさまったため

各河川とも水位が低下しています。

○はん濫危険水位（危険水位）を超過した河川

・仁淀川（高知県 ・・・水防団待機水位以下に低下。）

・四万十川（高知県 ・・避難判断水位以下（レベル２）まで低下。）

○避難判断水位（特別警戒水位）を超過した河川

・中筋川（高知県 ・・・避難判断水位以下（レベル２）まで低下。）

・吉野川（徳島県 ・・・はん濫注意水位以下（レベル１）まで低下。）



２／３
○はん濫注意水位（警戒水位）を超過した河川

・那賀川（徳島県 ・・はん濫注意水位以下（レベル１）まで低下。）

・肱川（愛媛県 ・・・水防団待機水位以下に低下。）

・物部川（高知県 ・・水防団待機水位以下に低下。）

・後川（高知県 ・・・水防団待機水位以下に低下。）

○長安口ダム、池田ダム（以上徳島県 、鹿野川ダム、富郷ダム(以上愛媛県 、大） ）

渡ダム、中筋川ダム、早明浦ダム（以上高知県）において、下流への放流量を調

節するダム貯留（洪水調節）を実施。

【直轄道路の状況】

○7月14日朝から深夜にかけて、７区間において降雨のため事前通行規制による全

面通行止め、６地区において路面冠水のため全面通行止め及び片側交互通行、

１地区において越波による全面通行止め、2地区において小崩落等による片側交

互通行規制となりました。現在、路面冠水による全面通行止め（１カ所）と、小

崩落による片側交互通行規制（１カ所）が残っています。

【リエゾンの派遣】

○台風４号接近による、万が一の災害発生に備え、リエゾンを下記にとおり事前に

派遣しました。

リエゾン：徳島県（２名 、愛媛県（１名 、高知県（１名）宿毛市（１名）） ）

○高知県宿毛市災害対策本部に派遣していたリエゾンに対して、中筋川沿川の

宿毛市平田町において内水による浸水被害があることから、７月１４日１９：４
す く も し ひらたちょう

５に宿毛市長より災害対策車（排水ポンプ車）の派遣要請がありました。国土交

通省四国地方整備局では、これを受けて、災害対策車（排水ポンプ車）を派遣し

浸水箇所の排水を行いました。

～リエゾンとは～

四国地方整備局から県庁や被災箇所に人員派遣し、そこで県等から災害情報を入

手し支援活動に反映したり、又は、四国地方整備局で入手した情報を県に提供する

等を行う情報連絡員のことです。

【災害対策用機械の出動状況】

○7月14日、昼過ぎから深夜にかけて、各河川において水位が上昇し、浸水が発生

したため、13地区において延べ、15台、照明車7台が出動し、浸水箇所の排水を

行実施。10カ所において排水を終了しました。

○現在稼働中の排水ポンプ車

・後川（高知県）古津賀地区(横堤樋門)
こ つ か よこづつみひもん

・中筋川（高知県）楠島地区（清水川樋門）
くすしま し み ず が わ ひ も ん
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【港湾の状況】
○高松港においては、7月15日0:00ごろ最高潮位となりました。14日23:00頃から高

松港護岸（四国フェリー乗場）よりわずかな越波現象が発生しましたが被害はあ

りません。15日1:24に高潮警報から高潮注意報に移行し明方に解除しました。

【ヘリコプターによる現地調査】

○天候の回復状況をみて、山間部などの被害の状況を把握するため、本日昼前より

四国地方整備局災害対策用ヘリコプター「愛らんど」号により現地調査を行いま

す。

【体制】

○災害本部の設置状況

平成19年7月15日 0:10、非常体制となりましたが、2:00警戒体制となりました。

○災害支部の設置状況

非常体制 中村河川国道事務所

警戒体制 徳島河川国道事務所、那賀川河川事務所

四国山地砂防事務所、

土佐国道事務所

注意体制 松山河川国道事務所、高知河川国道事務所

中筋川総合開発工事事務所、吉野川ダム統合管理事務所

野村ダム管理所、四国技術事務所

国営讃岐まんのう公園事務所

小松島港湾・空港整備事務所、高松港湾・空港整備事務所

松山港湾・空港整備事務所、高知港湾・空港整備事務所
























